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環境微生物の害と益

− 感染症・食中毒と環境汚染の生物修復 −

細菌の会話と集団行動：細菌は周囲の個体数が飽和に近づくと，
新たな生活環境確立に向けた集団行動を開始します。当研究室では，
下痢症や敗血症をおこす病原ビブリオについて，集団行動に関与す
るシグナル分子（AI-2）及び，その調節カスケード（QS系）の研究
を行っています（図1）。

蛋白質毒素・病原因子の機能解析：感染症の制御には毒素や病原
因子の作用機序を分子及び細胞レベルで解明する必要があります。
当研究室では病原ビブリオの細胞溶解毒素やプロテアーゼについて，
生産・分泌の仕組み，機能ドメインの働き等を研究しています。と
くに最近は，無細胞合成系を用いて調製した毒素や変異蛋白質の機
能解析に力を注いでいます。

環境微生物による有害化学物質の分解：有機ハロゲンによる環境
汚染の修復法として，分解性微生物を用いた生物法が知られていま
す。当研究室では環境試料から有益な有機ハロゲン分解菌を単離し，
環境汚染の生物修復に応用する研究を行っています。

図1. 病原ビブリオのQS系の概要
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